
平
成
二
十
五
年
十
二
月
二
日
提
出

質

問

第

一

〇

六

号

陸
上
幕
僚
監
部
運
用
支
援
・
情
報
部
別
班
（
別
班
）
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

鈴

木

貴

子
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陸
上
幕
僚
監
部
運
用
支
援
・
情
報
部
別
班
（
別
班
）
に
関
す
る
質
問
主
意
書

本
年
十
一
月
二
十
七
日
二
十
時
十
六
分
付
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
記
事
の
中
で
、
共
同
通
信
が
以
下
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

「
陸
上
自
衛
隊
の
秘
密
情
報
部
隊
『
陸
上
幕
僚
監
部
運
用
支
援
・
情
報
部
別
班
』
（
別
班
）
が
、
冷
戦
時
代
か
ら
首
相
や
防

衛
相
（
防
衛
庁
長
官
）
に
知
ら
せ
ず
、
独
断
で
ロ
シ
ア
、
中
国
、
韓
国
、
東
欧
な
ど
に
拠
点
を
設
け
、
身
分
を
偽
装
し
た
自
衛

官
に
情
報
活
動
を
さ
せ
て
き
た
こ
と
が
二
十
七
日
、
分
か
っ
た
。

陸
上
幕
僚
長
経
験
者
、
防
衛
省
情
報
本
部
長
経
験
者
ら
複
数
の
関
係
者
が
共
同
通
信
の
取
材
に
証
言
し
た
。

自
衛
隊
最
高
指
揮
官
の
首
相
や
防
衛
相
の
指
揮
、
監
督
を
受
け
ず
、
国
会
の
チ
ェ
ッ
ク
も
な
く
武
力
組
織
で
あ
る
自
衛
隊
が

海
外
で
活
動
す
る
の
は
、
文
民
統
制
（
シ
ビ
リ
ア
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
）
を
逸
脱
す
る
。
」

右
報
道
に
あ
る
「
陸
上
幕
僚
監
部
運
用
支
援
・
情
報
部
別
班
」
（
以
下
、
「
別
班
」
と
す
る
。
）
を
踏
ま
え
、
質
問
す
る
。

一

「
別
班
」
に
関
す
る
共
同
通
信
の
報
道
に
は
、
陸
上
幕
僚
長
経
験
者
、
防
衛
省
情
報
本
部
長
経
験
者
ら
の
証
言
が
含
ま
れ

て
い
る
が
、
防
衛
省
と
し
て
、
右
の
幹
部
経
験
者
ら
の
う
ち
誰
が
共
同
通
信
の
取
材
に
応
じ
、
「
別
班
」
に
つ
い
て
証
言
し

て
い
た
の
か
を
把
握
し
て
い
る
か
。

二

防
衛
省
と
し
て
、
一
の
幹
部
経
験
者
ら
に
接
触
し
、
「
別
班
」
に
関
し
て
事
情
を
聴
取
し
て
い
る
か
。一



三

二
で
、
し
て
い
な
い
の
な
ら
、
そ
の
理
由
は
何
で
あ
る
の
か
説
明
さ
れ
た
い
。

四

「
別
班
」
に
関
し
、
本
年
十
一
月
二
十
八
日
午
前
の
記
者
会
見
で
菅
義
偉
内
閣
官
房
長
官
は
、
「
報
道
に
あ
る
よ
う
な
組

織
は
こ
れ
ま
で
自
衛
隊
に
存
在
し
て
い
な
い
し
、
現
在
も
存
在
し
て
い
な
い
と
防
衛
省
か
ら
聞
い
て
い
る
」
と
、
そ
の
存
在

を
否
定
し
て
い
る
と
承
知
す
る
。
小
野
寺
五
典
防
衛
大
臣
も
、
同
日
二
十
八
日
午
後
の
参
院
国
家
安
全
保
障
特
別
委
員
会

で
、
「
『
陸
上
幕
僚
監
部
運
用
支
援
・
情
報
部
別
班
』
と
い
う
よ
う
な
組
織
は
こ
れ
ま
で
自
衛
隊
に
は
存
在
し
て
い
な
い

し
、
現
在
も
存
在
し
て
い
な
い
」
と
、
同
じ
く
そ
の
存
在
を
否
定
し
て
い
る
。
右
は
、
安
倍
晋
三
内
閣
と
し
て
統
一
し
た
認

識
で
あ
る
か
。

五

安
倍
内
閣
と
し
て
、
「
別
班
」
の
存
在
を
指
摘
し
た
共
同
通
信
の
報
道
は
虚
偽
の
も
の
で
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
か
。

六

五
で
、
「
別
班
」
の
存
在
を
指
摘
し
た
共
同
通
信
の
報
道
が
虚
偽
の
も
の
で
あ
っ
た
の
な
ら
、
安
倍
内
閣
と
し
て
共
同
通

信
に
抗
議
を
し
て
い
る
か
。

七

六
で
、
抗
議
を
し
て
い
る
の
な
ら
、
誰
が
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
ど
の
よ
う
な
内
容
の
抗
議
を
し
た
の
か
説
明
さ

れ
た
い
。

八

六
で
、
抗
議
を
し
て
い
な
い
の
な
ら
、
そ
の
理
由
は
何
で
あ
る
の
か
説
明
さ
れ
た
い
。

二



九

本
年
十
一
月
二
十
八
日
の
参
院
国
家
安
全
保
障
特
別
委
員
会
で
、
小
野
寺
大
臣
は
「
別
班
」
に
関
し
、
「
再
度
し
っ
か
り

確
認
し
て
い
き
た
い
」
と
答
弁
し
て
い
た
と
承
知
す
る
が
、
小
野
寺
大
臣
と
し
て
ど
の
よ
う
な
確
認
作
業
を
こ
れ
ま
で
に

行
っ
た
の
か
、
調
査
対
象
と
な
っ
た
者
、
調
査
に
あ
た
っ
た
も
の
の
官
職
氏
名
、
調
査
が
な
さ
れ
た
日
に
ち
、
場
所
、
そ
の

方
法
に
つ
き
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

十

九
の
調
査
結
果
は
記
録
に
残
さ
れ
て
い
る
か
。
残
さ
れ
て
い
る
の
な
ら
、
そ
れ
は
現
在
、
政
府
部
内
の
ど
こ
に
、
誰
の
責

任
の
下
管
理
さ
れ
て
い
る
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

十
一

九
の
調
査
結
果
が
記
録
に
残
さ
れ
て
い
な
い
の
な
ら
、
そ
の
理
由
は
何
で
あ
る
の
か
説
明
さ
れ
た
い
。

十
二

本
年
十
一
月
二
十
九
日
、
防
衛
省
の
辰
己
昌
良
報
道
官
が
記
者
会
見
で
、
「
別
班
」
に
関
し
て
「
こ
れ
以
上
、
今
の
段

階
で
調
査
を
や
る
状
況
で
は
な
い
」
と
述
べ
た
と
承
知
し
て
い
る
。
右
の
辰
己
報
道
官
の
発
言
は
、
小
野
寺
大
臣
の
意
向
を

受
け
て
の
も
の
か
。

十
三

防
衛
省
と
し
て
、
今
後
「
別
班
」
に
関
す
る
調
査
を
行
う
考
え
は
あ
る
か
。

十
四

共
同
通
信
と
し
て
は
、
陸
上
幕
僚
長
経
験
者
、
防
衛
省
情
報
本
部
長
経
験
者
に
直
接
取
材
を
し
、
確
認
を
と
っ
た
上
で

の
報
道
だ
と
承
知
し
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
今
回
の
報
道
に
対
し
、
小
野
寺
大
臣
は
、
報
道
を
虚
偽
だ
と
考
え
る
の
か
。

三



右
質
問
す
る
。

四


